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藤
優
良
弗
も
わ
γ

児
童
は
、
人
と
し

て
尊
ば
れ
る
。

児
童
は
、
社
会
の

一
員
と
し
て
重
ん
ぜ

ら
れ
る
。

児
童
は
、
よ
い
環
境

の
な
か
で
育
て
ら
れ

る。
-

1

児
童
憲
章
1
1
l

毎
年
児
童
の
健
康

を
祝
福
し
、
将
来
の

母
子
保
健
の
向
上
を

ね
ら
い
と
し
て
健
康

優
良
赤
ち
ゃ
ん
の
表

彰
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
こ
と
し
は
、
去

る
九
月
九
日
‘
体
育

館
で
そ
の
表
彰
式
を

行
い
ま
し
た
。

と
と
し
、
健
康
優

良
赤
ち
ゃ
ん
と
し
て赤ちゃんを元気に育てて下さい

十

五

町
長
か
ら
表
彰
さ
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
は
つ

ぎ
の
十
五
名
で
す
。

。
健
康
優
良
児

発行所

愛媛県喜多郡

長誤町役場

印 刷 所 岸 本 印 刷 所

8月の人口動髄
男 7.89 2 
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死亡 12
離婚 l 

九
門
今
坊
凶

宮
田

門
長
浜
凶

士
口
徹
(
猛
義
)

誌

の

日

消防分団長会

文教厚生委員会

月

政

邑

町

2日

4日

大洲喜多衛生事務組合打合会

消防団ポンプ操法講習会

農協合併推進協議会

中学統合推進協議会

遺族特別弔慰金申請指導

災害対策本部設置

(台風15号接近〕

夏季大学

5日

B日

7日

8日

9日

12日

出生 12
婚姻 5 

清
水

元
吉

山
田

池
浦

佐
藤

門
沖
浦
凶

小
西

口
仰
生
〕

菊
地

菊
岡

門

山

山

海

凶
平
見

大
森

門
曲
一
旦
茂
凶

寺
田

門
下
須
戒
凶

山
田

門
白
滝
〕

中
野
善
文
(
且
頁
夫
)

鎌
田
隆
司
(
鹿
男
)

表
彰
式
は
、
約
百
八
十
名
の
お
母
さ

智
子
(
寿
美
男
)

小
夜
(
通
博
)

博
樹
(
健
二
)

美
和
(
秋
男
)

真
弓
(
一
二
郎
)

武
(
一
真
)

千
温
(
俊
夫
)

才
士
山
(
孝
夫
)

馨
寿
(
一
芳
)

誉
紀
(
満
尚
)

智
(
照
夫
)

康
弘
(
聴
)

門
写
真
説
明
M

上
H

町
長
か
ら
表
彰
を
受
け
る
健
康

優
良
赤
ち
ゃ
ん

中
日
健
康
赤
ち
ゃ
ん
と
そ
の
お
母
さ

ん

下
リ
「
離
乳
は
四
か
月
頃
か
ら
・
:

と
」
と
松
岡
栄
養
士

(
写
真
は
い
ず
れ
も
体
育
舘
で
)

青島電気導入事業現場説明

農業委員会

有線放送喜多灘中継所を長浜

(本部)に統合

農協合併推進協議会

共同保健計画保健衛生スクー

リング

櫛生隣保館および白滝診療所

の建築工事入札

17日

19日

2日日

ん
方
の
参
集
を
得
て
、
午
前
十
時
か
ら

始
ま
り
、
健
康
優
良
赤
ち
ゃ
ん
に
対
し

て
、
表
彰
状
な
ら
び
に
、
記
念
品
の
贈

呈
が
行
な
わ
れ
た
あ
と
、
町
長
は
、

「
人
間
の
基
礎
が
整
い
始
め
る
幼
児

時
代
の
教
育
は
、
誠
に
大
切
で
あ
る
。

育
児
ゃ
、
し
つ
け
方
等
が
、
将
来
に

及
ぼ
す
影
響
は
大
を
い
。

子
供
は
、
希
望
の

V

Y
ボ
ル
で
あ
る

今
後
と
も
、
正
し
い
愛
情
を
十
分
に
そ

そ
い
で
、
立
派
な
子
供
に
育
て
て
い
た

だ
き
た
い
」
と
、
あ
い
き
つ
し
ま
し
た

ま
た
、
被
表
彰
者
を
代
表
し
て
、
宮

田
節
子
さ
ん
が
、
「
出
生
以
来
、
何
か

と
苦
労
は
多
く
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、

A寸

後
の
育
児
こ
そ
、
一
段
の
苦
労
が
あ
る

と
思
う
が
健
康
優
良
児
と
し
て
、
心
身

と
も
に
よ
き
社
会
人
に
育
て
、
期
待
に

答
え
た
い
」
と
、
謝
辞
が
述
べ
ら
れ
て

式
を
終
り
、
記
念
撮
影
の
あ
と
、
引
き

続
い
て
、
「
お
母
さ
ん
の
つ
ど
い
」
が

催
さ
れ
、
石
村
医
師
か
ら
、
「
母
子
衛

生
に
つ
い
て
」
の
講
演
、
米
川
医
師
か

ら
は
、
「
乳
児
の
衛
生
に
つ
い
て
」
の

講
演
が
あ
り
、
こ
の
あ
と
、
大
刑
保
健

所
の
松
岡
栄
養
士
か
ら
「
離
乳
食
の
つ

く
り
方
」
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

つ
い
で
、
母
親
教
室
の
映
画
「
あ
る

誕
生
」
が
上
映
さ
れ
、
午
後
四
時
半
散

会
い
た
し
ま
し
た
。

は
行

P 

広
重
点

番
組
編
成
は
加
入
者
本
位

問

7

こ
れ
か
ら
の
長
浜
町
有
線
放
送

番
組
に
、
ど
ん
な
も
の
を
望
み
ま

す
か
。

①
有
線
放
送
電
話
の
放
送
時
間
は
、

テ
レ
ビ
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
タ
イ
ム
で
な

い
時
間
に
編
成
し
て
ほ
し
い
。

②
火
災
の
場
合
な
ど
、
出
火
場
所
程

度
な
ど
放
送
し
て
い
た
だ
く
の
で
、

非
常
に
あ
り
が
た
い
と
思
っ
て
い
る

サ
イ
レ
ン
と
同
時
に
、
み
ん
な
心

配
し
て
い
る
の
で
、
今
後
も
続
け
て

ほ
し
い
。

①
現
在
、
放
送
内
容
は
、
す
ば
ら
し

く
充
実
し
て
い
る
と
思
う
が
、
家
庭

の
茶
ば
な
し
と
ゅ
う
か
、
時
代
を
風

刺
し
た
、
し
か
も
、
実
感
の
こ
も
っ

た
放
送
が
ほ
し
い
。

④
格
言
、
故
事
な
ど
の
放
送
は
、
大

ぎ
な
座
右
訓
に
な
り
ま
す
。

⑤
町
民
全
部
に
知
ら
し
た
い
と
と
が

農協合併推進協議会

漁礁現地調査(櫛生・出海)

農林省災害査定(橋立農道)

農協合併推進協議会

町会計監査

農地被買収者給付金受給手続

指導開始

中学統合財政部会

農業共済事業運営協議会

23日

25日

26日

24日

①
有
線
放
送
も
、
加
入
者
の
方
に
間

い
て
い
た
だ
か
な
い
と
、
い
く
ら
内

ら
の
放
送
は
、
な
る
べ
く
、
朝
の
放
容
の
よ
い
も
の
を
放
送
し
て
も
、
広

送

時

間

を

利

用

す

る

と

よ

い

。

報

の

役

割

を

果

す

こ

と

が

で

き

ま

せ

③
加
入
者
へ
、
放
送
内
容
を
前
も
つ
ん
。
有
線
放
送
も
、
一
番
よ
く
聞
か

て

周

知

さ

さ

す

と

よ

い

。

れ

る

時

間

に

、

放

送

時

間

を

編

成

す
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胸
と
胸
に
赤
い
羽
根

査

(2) 

有

調

放

役
所
に
対
す
る

苦
情
や
要
望
は

行
政
相
談
委
員
へ

み
な
さ
ん
の

5
ち
に
は
、
役
所
の
仕

事
、
た
と
え
ば
年
金
、
恩
給
、
税
金
、

登
記
、
自
動
車
事
故
な
ど
に
つ
い
て
、

い
ろ
い
ろ
と
苦
情
ゃ
、
要
望
を
お
持
ち

に
な
ら
れ
る
方
が
、
お
ら
れ
る
こ
と
と

思
い
ま
す
。

行
政
相
談
委
員
は
、

「
行
政
の
民
主

⑦
あ
ま
り
多
く
の
時
間
、
た
び
た
び

放
送
が
あ
る
と
、
雑
音
位
の
価
値
と

と
な
り
、
放
送
の
意
味
が
な
い
よ
う

に
田
山
、
コ
。

放
送
を
聞
き
逃
し
た
ら
大
変
損
を

す
る
か
ら
、
聞
を
逃
せ
な
い
と
い
う

位
、
大
切
な
内
容
の
も
の
だ
け
放
送

し
て
ほ
し
い
。

①
朝
六
時
の
音
楽
な
ど
、
明
る
い
の

は
よ
い
と
思
う
。

お

忽Z
<=> 

F

え

共
同
募
金
に
協
力
を

H

た
す
け
あ
う

心
が
つ
く
る
よ
い
社
会
ρ

こ
と
し
も
、
十
月
一
日
か
ら
、
全
国

的
に
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
が
お
こ

な
わ
れ
ま
す
。

こ
の
運
動
は
、
お
た
が
い
の
住
む
地

域
の
福
祉
を
、
そ
こ
に
住
ん
で
い
る
人

た
ち
の
意
志
と
、
力
で
自
主
的
に
高
め

よ
う
と
す
る
運
動
で
す
。

こ
と
し
の
、
当
町
の
目
標
額
は
、
三

共同保健計画保健衛生スクー

リング

町議会常任委員会

プロパシガスの取扱講習会

長浜町消防ポンプ操法競技会

農協合併推進協議会

農協合併仮契約調印式

老人クラブ会長会

豊茂農道および大久保農道災

害復旧工事入札

27日

28日

29日

31日

十
七
万
一
千
円
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
共
同
募
金
は
、
「
出
す

ば
か
り
で
、
自
分
た
ち
の
町
の
た
め
に

は
少
し
も
役
に
立
た
な
い
」
と
い
う
声

を
閣
を
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
使
い
み
ち
を
よ
く
調
べ

て
み
ま
す
と
、
気
の
毒
な
人
た
ち
の
た

め
ば
か
り
で
な
く
、
私
た
ち
の
日
常
生

活
と
結
び
つ
い
た
身
近
な
と
こ
ろ
に
赤

い
羽
根
の
寄
付
金
が
使
わ
れ
て
い
る
の

で
す
。た

と
え
ば
、
心
配
ご
と
相
談
所
や
、

と
し
よ
り
の
日
の
行
事
、
町
の
福
祉
を

高
め
る
た
め
の
社
会
福
祉
協
議
会
活
動

な
ど
に
配
分
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
町
で
は
、
昨
年
度
分
と
し
て
、
十

三
万
円
が
配
分
さ
れ
ま
し
た
。

赤
い
羽
根
は
、
あ
な
た
の
善
意
の

ν

ン
ポ
ル
で
す
。

助
け
合
い
の
、
あ
た
た
か
い
心
を
、

あ
な
た
の
胸
に
か
ざ
り
ま
し
ょ
う
。

化
」
の
た
め
、
秘
密
厳
守
、
無
料
で
と

の
よ
う
な
相
談
を
受
け
、
こ
れ
を
行
政

監
察
局
に
取
り
次
草
し
て
、
み
な
さ
ん

の
納
得
の
い
く
よ
う
解
決
を
図
っ
て
い

ま
す
。

当
地
に
は
、
次
の
方
が
、
行
政
相
談

員
と
し
て
お
ら
れ
ま
す
の
で
、
ご
遠
慮

な
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

愛
媛
行
政
監
禁
局
所
属
行
政
相
談
委
員

片

岡

一

雄

(
大
字
長
浜
)

る
の
は
当
然
で
す
。

聞
か
れ
な
い
時
聞
に
放
送
時
間
を

編
成
し
て
も
意
味
が
あ
り
ま
ぜ
ん
。

そ
こ
で
、
テ
レ
ビ
の
ゴ
ー
ル

J

ア
ジ
一

タ
イ
ム
と
重
な
り
ま
す
が
、
ご
し
ん
一

ぼ

う

く

だ

さ

い

。

一

当
町
の
有
線
放
送
電
話
は
、
加
入
一

者
の
方
か
ら
「
あ
ー
あ
の
放
送
を
間
一

い

て

お

い

て

よ

か

っ

た

」

一

と
い
わ
れ
る
よ
ろ
な
番
組
を
選
ん
で
一

編

成

を

し

て

い

ま

す

。

一

テ
レ
ビ
ゃ
、
ラ
ジ
オ
で
放
送
し
て
一

い
る
よ
う
な
番
組
は
、
テ
レ
ビ
ゃ
、
一

ラ
ジ
オ
に
委
せ
て
い
ま
す
。

F

-
ア
レ
ピ
ゃ
、
ラ
ジ
オ
番
組
に
な

い
も
の
を
選
ん
で
い
ま
す
。

①
有
線
放
送
電
話
は
、
町
の
広
報
活

動
と
、
非
常
災
害
時
に
お
け
る
通
報

連
絡
、
そ
の
他
町
民
相
互
の
連
絡
を

密
に
し
て
、
町
民
の
福
祉
増
進
を
図

る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
い
ま
す
の

で
、
今
後
も
続
け
ま
す
。

④①  

今
後
、
放
送
す
る
計
画
で
す
。

今
後
も
、
放
送
い
た
し
ま
す
。

⑤
町
民
の
方
に
是
非
聞
い
て
い
た
だ

き
た
い
こ
と
は
、
役
場
だ
よ
り
へ
午

後
八
時
五
十
分
)
の
時
聞
に
放
送
し

て
い
ま
す
。

⑥
よ
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
現
在

の
と
こ
ろ
は
、
議
会
の
録
音
放
送
は

放
送
前
に
内
容
を
放
送
し
て
い
ま
す

が
、
検
討
い
た
し
ま
す
。

⑦
文
書
課
と
し
ま
し
て
は
、
ど
の
放
一

送
も
、
聞
き
逃
し
て
も
ら
い
た
く
な
一

い
位
の
、
内
容
の
も
の
の
み
を
放
送
一

し

て

い

ま

す

。

ヲ

広
告
放
送
に
し
ま
し
で
も
、
あ
る
一

番
組
に
つ
い
て
は
、
「
大
変
h

参
考
一

に
な
る
」
と
い
う
ご
意
見
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

①
朝
の
音
楽
に
は
、
相
当
気
を
配
つ

て
い
ま
す
し
、
名
曲
を
、
放
送
し
て

い
ま
す
が
、
よ
く
聞
か
れ
て
い
る
の

で
、
な
お
、
名
曲
の
選
択
に
重
点
を

お
き
ま
す
。
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A
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奇

想

夜i

優
勝

矛105号

見
事
な

フ

レ
ー
も
展
開

第
二
回

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

長
浜
町
公
民
館
と
、
長
浜
町
婦
人
会
連
絡
協
議
会
で
は
、
八
月
二
十
九
日
、
長
浜
高
等
学
校
グ
ラ
ン
ド
で
、
ム
オ

二
回
婦
人
団
体
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
を
開
ぎ
ま
し
た
。
当
日
は
、
午
前
九
時
か
ら
入
場
式
が
行
な
わ
れ
、
百
五
十

余
名
の
選
手
(
喜
多
灘
・
長
浜
・
沖
浦
・
櫛
生
・
出
海
・
豊
茂
・
下
須
戒
圃
白
滝
・
戒
川
お
よ
び
柴
)
が
、
堂
々
と
、
日
の

丸
の
旗
を
先
頭
に
入
場
行
進
を
行
い
、
グ
一
フ
シ
ド
を
一
周
し
ま
し
た
。

ど
の
選
子
も
、
真
黒
に
日
焼
し
て
、
は
げ
し
い
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
跡
を
物
語
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
あ
と
、
開

会
式
が
あ
っ
て
、
残
暑
の
ぎ
び
し
い
中
、
汗
と
、
ど
ろ
に
ま
み
れ
な
が
ら
の
一
宮
戦
健
闘
を
展
開
し
ま
し
た
。

結
局
、
景
茂
が
優
勝
。
准
優
勝
は
、
沖
浦
、
そ
し
て
芳
三
位
は
相
生
テ

1
ム
で
し
た
。

優
勝
し
た
豊
茂
チ

1
ム
は
、
攻
撃
も

強
く
、
守
備
も
堅
く
、
そ
し
て
、
地
元

か
ら
大
勢
の
応
援
者
が
つ
め
か
け
て
、

応
援
を
し
て
い
ま
し
た
。

攻
撃
し
て
強
く
、
守
っ
て
、
竪
く
、

応
援
で
、
フ
ァ
イ
ト
が
つ
き
、
こ
の
一
一
一

拍
子
が
そ
ろ
っ
て
、
優
勝
に
ま
で
勝
ち

進
む
こ
と
が
で
を
ま
し
た
。

優
勝
し
た
豊
茂
、
準
優
勝
の
沖
浦
、

赤
三
位
の
相
生
チ

l
ム
に
は
、
賞
状
と

記
念
品
、
矛
四
位
以
下
の
各
チ
!
ム
に

は
、
参
加
賞
が
、
そ
れ
ぞ
れ
大
会
々
長

か
ら
授
与
さ
れ
、
午
後
三
時
半
に
基
?
を

閉
じ
ま
し
た
。

。
。

優
勝
し
た
豊
茂
チ

l
ム
の
メ
ン
バ
ー

フ
ォ
ワ
ー
ド

セ
ン
タ
ー

ラ
イ
ト

レ
フ
ト

ハ
!
ブ

セ
ン
タ
ー

ラ
イ
ト

レ
フ
ト

パ
ッ
ク

セ
ン
タ
ー

ラ
イ
ト

レ
フ
ト

サ
プ
リ
メ
ン
ト

長
浜
町
社
会
体
育
指
導
員

石
丸
英
雄
氏
の
短
評

山
、
全
チ

1
ム
と
も
、
昨
年
よ
り
、

レ
ベ
ル
向
上
の
跡
が
う
か
が
わ
れ
た
。

凶
、
正
規
の
審
判
ル
ー
ル
に
、
早
く
慣

れ
て
い
た
だ
く
こ
と
。
印
、
試
合
が
あ

る
か
ら
練
習
す
る
の
で
は
な
く
て
、
普

段
か
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
に
な
じ
む
と
い
う

と
と
が
大
切
。

豊
茂
チ
|
ム
(
優
勝
)

山
、
攻
撃
力
が
、
お
う
せ
い
で
あ
っ

た
。
問
、
選
手
の
体
力
に
余
裕
が
あ
っ

た
。
問
、
守
備
が
、
万
全
で
あ
っ
た
。

凶
、
見
事
な
プ
レ
ー
を
み
せ
て
い
た
だ

い
た
。
問
、
と
に
か
く
、
攻
撃
、
守
備

と
も
に
、
ひ
い
で
て
お
り
、
文
句
な
し

， 
"" 

鎌山松
田尾田

直玉加
子枝子

皆tJ宝

楠

野

総

子

久
保
多
鶴
子

楠

野

和

子

?事

宮
下
三
代
子

宇
都
宮
ヨ
V
子

亀
田
ミ
ユ
キ

事a.

亀
田
登
喜
子

佐
々
木
千
代
子

門

田

楽

躍霊主

門
写
真
説
明
凶

余
裕
あ
っ
て
優
勝
(
豊
茂
チ
!
ム
)

(
中
)

日)

太
陽
も
西
に
傾
い
た
頃
熱
戦
は
終
っ
た
(
下
)

(毎九昭和40年9月20日(二)

沖
浦
チ

i
ム
(
準
優
勝
)

山
、
攻
げ
き
力
、
お
う
盛
。
問
、
長

浜
チ

l
ム
に
勝
っ
て
か
ら
、
な
み
に
の

っ
て
き
た
。
叩
、
ス
タ
ミ
ナ
が
お
う
盛

凶
、
ど
の
ボ
ー
ル
も
よ
〈
処
理
で
ぎ
た

問
、
練
習
い
か
ん
に
よ
っ
て
は
、
優
勝

口
能
。相

生
チ

l
ム
(
芳
三
位
)

山
、
ま
と
ま
り
が
あ
っ
た
。
山
、
サ

ー
ブ
が
強
い
。
印
、
や
や
、
攻
げ
き
力

が
な
か
っ
た
。

叶
才
一
回
戦

出
海

近
づ
く

結
婚
シ
ー
ズ
ン

式
場
は
体
育
館
で

/
¥
派
手
に
な
る
結
婚
式
や
嫁
入
り
道

具
:
・
:
・
，
.
。

一
生
に
一
度
の
結
婚
式
な
の
だ
か
ら

e

と
い
う
気
持
は
ど
な
た
も
お

も
ち
の
こ
と
で
す
が
、
こ
こ
が
肝
心
と

い
う
も
の
。

思
い
き
っ
て
、
式
場
は
長
浜
町
体
育

館
に
し
て
、
め
で
た
し
/
¥
と
で
き
な

い
も
の
で
し
ょ
う
か
。

結
婚
の

V
l
ズ
ソ
が
や
っ
て
き
ま

し
た
。な

ん
と
か
も
っ
と
簡
単
に
で
き
な

い
も
の
か
と
い
わ
れ
な
が
ら
、
ま
す

(
装
新
な
っ
た
長
浜
町
体
育
館
で

挙
式
を
さ
れ
た
方
は
、
と
と
し
の
八

月
末
日
現
在
で
、
五
組
で
す
。
)

つ
ぎ
に
嫁
入
り
道
具
で
す
が
、

「
親
の
気
持
と
し
て
、
で
ぎ
る
だ
け

の
準
備
は
し
て
や
り
た
い
」
と
い
う

の
が
人
情
と
い
う
も
の
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
こ
れ
が
ま
た
大
変

「
借
金
ま
で
し
て
嫁
に
や
っ
た
」
な

ど
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

現
在
で
は
、
嫁
入
り
道
具
は
、
婚

約
し
て
か
ら
、
お
た
が
い
に
話
し
合

っ
て
選
ぶ
方
が
多
く
な
っ
て
ぎ
ま
し

た。
派
手
な
結
熔
式
ゃ
、
嫁
入
り
道
具

よ
り
も
、
結
婚
し
て
か
ら
の
生
活
に

そ
の
費
用
を
ま
わ
す
こ
と
が
大
切
で

す。
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出
海

邑
日
開
鵠

相
生

戒
川

準
優
勝
戦

豊
茂

2
(

山川
)
0

2
(
M
h
M
)
0
 
相
生

喜
多
灘

V
米

寿

を

迎

え

た

方

十

人

海
)
V河
野
ト
ク
(
グ
)
w
v
岩
本
ナ
カ

ヨ
(
グ
)
w
v
黒
田
政
起
(
白
滝
)
w
v
岩

本
ト
ラ
(
庁
)
マ
叶
岡
夕
子
(
か
)

wv
秋
の
全
国
交
通

安

全

運

動

こ
と
し
、
元
気
で
、
め
で
た
く
米
寿

を
迎
え
ら
れ
た
方
は
、
つ
ぎ
の
十
名
で

す
。
(
去
年
は
二
十
四
名
で
し
た
。
〉

田
中
時
次
郎
(
仁
久
)

V松
尾
マ
ツ

ヱ
(
長
浜
)
w
v
コ
一
河
ミ
チ
(
グ
)
w
v
西

山
サ
ダ
ヨ
(
櫛
生
)
V
兵
頭
疋
人
(
出

長
浜
町
交
通
安
全
推
進
協
議
会
で
は

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
、
九
月
二

十
五
日
か
ら
十
月
四
日
ま
で
の
十
日
間

実
施
さ
れ
ま
す
の
で
、
つ
ぎ
の
重
点
目

標
を
か
か
げ
、
交
通
安
全
運
動
の
徹
底

を
図
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

①

E
し
い
歩
行
の
街
頭
指
導

①
自
転
車
の
正
し
い
乗
り
方

沖
浦

優
勝
戦

豊
茂

2 
~ー『、、

21 21 
I I 
9 10 
、~ー'。
沖
浦

も前向きの態度三三いつ一

宮本幹之進さんをたずねて

国
民
年
金
の
特
別
融
資
で
新
設
さ
れ

た
長
浜
町
体
育
館
の
ロ
ビ
!
で
、
長
浜

町
区
一
長
会
長
浜
支
部
長
の
宮
本
幹
之
進
一

氏
迎
て
く
だ
さ
っ
た
。

血
色
の
よ
い
初
老
の
紳
士
で
あ
る
。

長
浜
町
で
は
、
笑l
合
徴
収
を
し
て
い

る
が
、
こ
れ
が
大
き
な
特
色
で
あ
り
、

百
五
十
一
区
の
区
長
が
、
全
部
屋
民
年

金
委
員
に
委
嘱
さ
れ
て
い
る
。

年金委員

集
合
徴
収
に
つ
い
て
、
被
保

険
者
側
で
は
ど
可
感
じ
て
お
ら
れ
ま
す

ム
μ

宮
本
別
々
に
集
め
て
い
ま
す
と
、

五
日
に
一
度
の
割
合
で
集
金
に
い
く
の

で
、
払
う
方
で
も
ず
い
ぶ
ん
面
倒
な
訳

で
す
。そ

ん
な
事
情
で
、
集
合
徴
収
に
う
つ

っ
た
と
き
も
、
支
障
な
〈
ス
ム
ー
ス
に

入
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

交
通
安
全
と
な
り
組
の
活
動
促

進道
路
交
通
法
改
正
内
容
の
周
知

徹
底

V
昭
和
四
十
年
度

長

浜

町

連

合

青

年

団

ス
ポ
ー
ツ
大
会
記
録

門
男
子
凶

マ
百

m
決
勝
①
三
浦
一
郎
(
相
生
)

日
秒

2

マ
四
百

m
決
勝
①
一
山
中
高
光

(
白
滝

)
l分
2
秒

マ

千

五

百

m
決

勝
①
奥
野
弘
(
白
滝
)
日
分
計
秒

マ
三
千
品
決
勝
①
矢
間
一
義
(
喜
多
灘

)
日
分
位
秒

① ④ こ
れ
か
ら
は
、
町
役
場
と
私
た
ち
年

金
委
員
が
一
体
と
な
っ
て
、
制
度
の
内

容
を
住
民
に
浸
透
す
る
よ
う
に
P
@
R

し
、
集
合
徴
収
に
よ
っ
て
お
こ
る
欠
点

を
お
よ
む
な
っ
て
い
く
よ
う
考
え
て
お
り

ま
す
。

マ
走
幅
と
ぴ

①
三
浦
一
郎
(
相
生

)
5
m
m
ω

マ
走
高
と
び
の
菊
地
良
武
(
豊
茂
)

l
m
白
マ
三
段
と
び
①
叶
本
正
(
白

滝
)
印
問
問

マ
砲
丸
投
げ

①
森
川
純
行
(
白
滝
)
は

m
H

門
女
子
凶

マ
六
十

m
決
勝
①
平
松
愛
子
(
喜
多

灘
)
日
秒

0

マ
百
間
決
勝
①
矢
野
美

代
子
(
長
浜
)
日
秒

4

V
走
幅
と
ぴ
ヘ

の
石
堂
笑
子
(
櫛
生

)
3
m
m
マ
走
一

高
と
び
①
矢
野
美
代
子

l
m
m
(長
一
決
一

)
⑦
管
野
寿
美
子
(
グ

)
1
m
m

一

マ
砲
丸
投
げ
山
管
野
寿
美
子
(
長
浜
、
一

噌

U
戸

hυ

聞

け
i

刀

門

{

E

V
青
年
団
の
バ
ッ
ジ
き
ま
る
一

長
浜
町
連
合
青
年
団
で
は
、
先
般
一

青
年
団
を

ν
ン
ポ
ル
化
し
た
胸
章
を
広
一

く
町
内
の
団
員
か
ら
募
集
し
ま
し
た
。
一

青
年
団
員
の
誇
り
と
、
使
命
を
表
徴
一

し
た
図
案
が
三
十
点
集
り
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
つ
y
f
の
方
が
入
選
し
ま

し
た
。
(
敬
称
省
略
)

一

席

東

富

士

男

(

今

坊

)

日
高
照
友
(
長
浜
)

熊
本
正
義
(
沖
浦
)

橋
本
隆
一
(
白
滝
)

矢
間
一
義
(
今
坊
)

s
 

一席一席

新しくきま
ったパツジ

い
る
の
で
す
00

0

 

宮
本
さ
ん
の
も
く
ろ
み
は
、
み
や
こ
と

に
的
中
し
て
い
る
。

い
つ
も
前
向
き
の
態
度
で
情
熱
を
も

っ
て
、
国
民
年
金
の
普
及
に
努
力
さ
れ

1

1

毎
月
集
め
る
の
は
、
大
変
な
る
宮
本
さ
ん
は
「
信
念
を
も
っ
」
と
と

苦
労
で
し
ょ

5
0

を
モ
ッ
ト
ー
に
し
て
お
ら
れ
る
と
い
う

宮
本
私
の
受
持
の
二
十
三
区
で
は
「
こ
の
年
金
委
員
に
し
て
、
こ
の
成

一
か
月
交
代
の
当
番
制
を
試
み
て
い
ま
果
あ
り
」

す
u

こ
の
方
法
で
す
と
、
区
長
の
み
苦
制
度
の
完
全
な
普
及
が
、
も
う
自
の

労
し
な
く
て
も
よ
い
と
い
う
点
の
ほ
か
前
に
あ
る
o

そ
ん
な
ム

l
ド
の
長
浜
町

に
、
被
保
険
者
各
人
が
、
集
め
る
苦
労
で
あ
る
。

を
味
わ
う
と
と
に
な
り
、
集
金
が
や
り
円
国
民
年
金
え
ひ
め
芳
三
十
五
号
の

や
す
く
な
る
だ
ろ
う
と
私
は
見
こ
ん
で
記
事
の
一
部
を
転
載
)

Ar品
川
棚
畑
山
川
柳
少
い
子
ど
も
が
ふ
え
て
い
ま
す
。
そ
の
一

一

人

N
h劇
料

引

唱

原

因

と

し

て

、

テ

レ

ビ

が

あ

げ

ら

れ

ん

一

千

1
町

議

事

豆

電

ま

す

が

、

画

面

の

縦

の

長

さ

の

六

倍

A

暗
か
ら
、
十
倍
の
距
離
を
お
い
て
見
る
凡

一
A
V

天

高

く

、

馬

肥

ゆ

る

、

暮

し

よ

い

こ

と

が

大

切

で

す

。

一

ん

ν
l
ズ

ン

に

な

り

ま

し

た

。

ま

た

、

ま

つ

く

ら

な

か

で

は

、

見

一

~
仕
事
を
手
ぎ
わ
よ
く
か
た
ず
け
て
、
な
い
こ
と
。
そ
し
て
、
長
時
間
つ
づ
~

…
秋
の
夜
長
に
読
書
を
楽
し
み
'
ま
し
ょ
う
け
て
見
な
い
よ
う
、
ま
わ
り
の
者
が

J

H
O
最
近
、
小
中
学
生
に
、
自
の
わ
る
十
分
注
意
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
中


